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Abstract 
National land plan is an interdisciplinary field, and researchers in general have difficulty in 

evaluating research in different fields. Then how can they understand research trends in an 
interdisciplinary field such as national land plan? In this paper, in order to answer the question, we've 
surveyed previous bibliometric studies on research trends in various fields and derived suggestions on 
how to understand research trends in the field of national land plan. 

 
 

１．本稿の背景と目的 

 

国土計画を対象とする研究は，従来からさまざま

な学問分野で行われてきた。その一端を列挙すれば，

土木工学や都市計画，経済学，政治学，地理学，環

境学等が挙げられる 1)。それらの学問分野において

は，国土計画に対する研究課題がそれぞれの学問的

関心から設定され，各々の接近法を用いて多様な研

究知見が蓄積されてきた。その意味で国土計画は学

際的な研究領域といえるであろう。 
ところで，この国土計画領域の研究動向はどのよ

うにすれば把握できるのだろうか。そもそも国土計

画にアプローチしている学問分野の全貌すら判然と

しない。一般に，研究者は自身の専門分野以外の研

究を扱うのが難しい 2)。また，国土計画領域は学際

的な性格を有するがゆえに，従来の学問分野を跨い

だ研究系譜も考えられる。このような研究領域の広

がりをいかにすれば確認できるのであろうか。 
以上を踏まえ，本稿ではさまざまな学問分野の研

究動向に関する先行研究 3)の分析方法を概観し，国

土計画領域における研究動向を検討する際の示唆を

得ることを目的とした。 
 
 
 

２．学術情報流通と計量書誌学 

 

２．１ 学術情報流通の 3局面と著者 

ここでは先行研究の概観を行なうに先立って，学

術論文を主とした学術情報流通について考えてみた

い 4)。通常，学術論文の執筆は学術研究の最終段階

ないし一応の区切りがついた段階において行なわれ

る 5)。研究者は論文投稿を決定すると，投稿予定雑

誌の規定に従って論文を執筆し，雑誌に投稿する。

投稿された論文は雑誌編集側の査読や校正等の手続

きを経て雑誌に掲載され，他の研究者の手に渡るこ

とになる。掲載された論文は他の研究者に読まれ，

必要に応じて参照や引用，あるいは批判される。 
このことを一般的な消費財のライフサイクルにな

ぞらえるならば，学術論文の流通過程には生産面・

流通面・消費面の 3 つの局面があると考えることが

できよう 6)。すなわち，どのような論文を執筆する

のかという生産面，いかなる雑誌に掲載するか（さ

れるか）という流通面，そして読者に読まれた後ど

のように利用されるかという消費面である。なお，

多くの場合，学術論文が生産・流通・消費される学

問分野は同一と考えられる 7)。ただ，本稿の問題意

識に即していえば，学際的な国土計画領域では従来

の学問分野を跨ぐ学術論文も考えられ，この場合は

生産から消費まで同一の学問分野とはならないかも 
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しれない。 
また，学術論文を用いて研究動向を把握する際は，

その発信者である著者（研究者）も重要である。一

般に，研究者は研究について自身の専門分野を持ち，

いずれかの組織や機関（大学や企業等）に所属して

研究活動を行っている。この場合，研究者の専門分

野は所属機関の研究対象分野に内包されていると考

えられるが，研究者の専門分野が 1つとは限らない。

あるいは，研究者の興味関心が他の学問分野に移る

可能性もある。いずれにしても，研究者の専門分野

は固定されているわけでも変化しないわけでもない。

加えて，研究者の執筆した学術論文が必ずしも研究

者の専門分野の学術雑誌に載るとは限らない 8)。以

上を踏まえれば，特に学際的な研究領域の広がりを

把握する場合は，学術論文の流通過程のほかにそれ

を生産した著者についても検討する必要があろう。 
 
２．２ 学術情報流通と計量書誌学 

従来から研究動向を調査してきた学問分野に「計

量書誌学（bibliometrics）」がある 9)。小野寺（2005）
は，ビブリオメトリクス（計量書誌学）とは「文献

等の記録された情報の計量的分析を方法とする研究

であるが，その中には様々な領域が含まれる」とし，

「分析対象データからは著者，索引用語，雑誌，引

用文献など，分析方法からは度数カウント，多変量

解析，時系列分析，確率モデルなど，研究目的から

は，研究開発の構造や動向の解明，図書館の効率的

運営，マーケティング，研究評価，理論的研究など

に分類される」という（p.105）10)。また，芳鐘（2010b）
によれば「計量書誌学の分析の対象とするものには，

図書，雑誌，論文といった文献や，その著者」等が

あり，「計量書誌学的研究では，それらについて，対

象個々の特徴や，それらの特徴に関する分布の法則

性を定量的に記述」し，「対象間の関係性，関係の構

造に注目することもある」という（p.460）11)。 
計量書誌学における研究動向調査に関連して，石

井（1996）は「学術研究活動の水準や動向は，様々

な指標によって測定されるが，中でも論文生産力は

最も基本的な量的指標のひとつ」と指摘する（p.327）。
また，根岸（2009）は「研究活動に対する数量化指

標として頻用されるのは論文数，（被）引用数に関連

した統計指標である」と述べている（p.159）12)。論

文数と（被）引用数は，先述した学術情報流通の 3
局面に当てはめれば，生産面と消費面についての指

標といえよう。このほか，流通面の指標としては学

術雑誌の掲載論文数が挙げられる。 
なお，学術論文の（被）引用関係を利用した分析

は，従来から計量書誌学において盛んであり，雑誌

図1　学術情報流通と研究動向把握の検討指標

著者
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単位で掲載論文の被引用数を用いて求められるイン

パクトファクターが有名である 13)。加えて，近年は

学術論文の被引用関係を計測し，それら論文間の構

造解明を行なう引用（ネットワーク）分析が多用さ

れている 14)。この引用（ネットワーク）分析を活用

した研究には，研究領域内の構造を可視化したサイ

エンスマップ等がある 15)。 
 
２．３ 先行研究の概観に向けて 

以上の議論を踏まえて，学術情報流通と研究動向

把握の検討指標をまとめたのが図 1 である。図 1 の

上段は著者および学術情報の流れを模式的に表して

おり，下段は上段それぞれの局面において研究動向

を把握する際の検討指標を列挙している。ここで注

意したいのは，検討指標には（生産）論文数や論文

被引用数等の定量的な指標以外に，著者の専門分野

や掲載雑誌分野のような定性的な指標が考えられる

点である。これら定性的な指標は，学際的領域の研

究動向を考察する場合に重要であるといえよう。 
次章では，図 1 に示した著者と学術情報の流通局

面をメルクマールとして，さまざまな学問分野の研

究動向に関する先行研究の分析方法を概観したい。 
 

３．研究動向に関する先行研究の概観 

 

３．１ 先行研究概観の視座 

今回の研究動向に関する分析方法の概観に用いる

先行研究は 39論文（以下，これらを概観対象論文と

いう）である 16)。ただ，これら概観対象論文は統一

的な方法で収集したものではない。散発的な文献検

索や既往研究の文献レビュー等により，計量的な手

法を用いて研究動向把握を行っている調査研究を集

めたものである 17)。したがって，今回の概観では研

究動向調査全般の傾向を考察することはできない。 
表 1 は上述した概観対象論文について考察対象や

研究目的等をまとめたものである。ここで，考察対

象における着目点とは，その概観対象論文が研究動

向把握のための分析対象文献を収集する際に着目し

た学術情報の流通局面（著者を含む）を指す 18)。ま

た，考察対象における考察事項とは，収集された分

析対象文献の情報を用いて検討された流通局面であ

る 19)。なお，表 1では各概観対象論文について計量

的分析だけではなく，研究内容の検討（内容分析）

の有無についても記載した。 
では，いくつかの概観対象論文を例として表 1 の

各項目を確認したい。相田・吉田（2012）は，広島

大学がこれまでどのような研究業績をだしてきたか

を明らかにすることを目的に，Web of Science から

広島大学所属研究者の学術論文を抽出し，その書誌

データを収集した。このため，考察対象における着

目点は著者となる。続いて相田・吉田（2012）は，

収集した書誌データのうち広島大学所属研究者の総

論文数を用いて世界や日本の総論文数との比較を行

った。これは考察対象の生産面について考察したと

いえる。また，分野別論文数を使って各学問分野に

おける論文数割合を確認しているが，この分野別論

文数の算定には掲載雑誌の分野情報を用いたため 20)，

流通面についても考察したことになる。加えて，被

引用数からその分野別特徴にも言及しており，消費

面も考察事項となった。ただ，学術論文の内容には

触れておらず，内容分析は行っていない。 
澤井（2000）は，国文学の研究動向を調査するこ

とを目的に，「国文学研究論文目録データベース」収

録論文の書誌データを抽出した。この「国文学研究

論文目録データベース」は国文学関係の論文が収録

されており，抽出されたのは国文学分野の学術論文

データである。このため，考察対象における着目点

は生産面となる。また，検討された指標は分野別論

文数と年代別論文数であり，これらを用いて生産面

の考察を行なっている。このため，生産面に着目点

と考察事項のどちらも含まれるが，着目点と考察事

項が重なった場合は考察対象欄に着目点のみを記載

した。 
また，若山（2010）等は学術論文を分析対象デー

タとはせず，学会発表データ等を用いて考察してい

る。このため，考察対象欄には特殊事項と表記した。 
以上のようにまとめた表 1 を用いて，次節以降で

は研究動向に関する先行研究をその分析方法から概

観する。 
 
３．２ 著者に着目した研究動向調査 

今回の概観対象論文 39論文のうち，著者に着目し

て分析対象文献を収集したものは 5 論文であった。

これらの研究の特徴は，日本や大学といった一国や

一研究機関の研究実態把握をその目的としており，

取り扱う論文数等のデータが比較的大規模であるこ

とが挙げられる。また，国や機関の全体を対象とし

ているため，個別の学問分野における研究進展に関

心が払われることはなく，研究内容の検討（内容分

析）を行なった研究はなかった。 
 
３．３ 学術流通の生産面に着目した研究動向調査 

学術流通過程の生産面に着目して分析対象文献を

収集した概観対象論文は，14論文を数えた。これら

の研究はある特定の学問分野の研究動向把握を目的

とし，文献検索データベース 21)を用いて分析対象文 
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を

詳
細

に
検

討

山
崎

（
1
9
9
6
）

×
◎

○
×

×
論

文
数

、
研

究
資

金
の

動
向

や
海

外
誌

へ
の

発
表

傾
向

か
ら

医
学

領
域

に
お

け
る

研
究

活
動

を
分

析
C

A
・
E
M

B
A

S
E
収

録
論

文
年

次
別

論
文

数
・
国

別
論

文
数

・
分

野
別

論
文

数
・
論

文
数

シ
ェ

ア
・
国

別
発

表
誌

別
論

文
数

野
々

山
（
2
0
0
2
）

×
◎

○
×

×

「
仙

台
」
に

関
す

る
学

術
論

文
の

書
誌

デ
ー

タ
を

分
析

し
、

「
仙

台
」
に

関
す

る
学

術
研

究
の

範
囲

と
動

向
を

明
ら

か
に

す
る

雑
誌

記
事

索
引

に
よ

り
1
9
7
5
～

1
9
9
9

年
の

「
仙

台
」
論

文
を

抽
出

雑
誌

分
野

別
収

録
雑

誌
数

・
掲

載
論

文
数

別
収

録
雑

誌
数

・
分

野
別

論
文

数
・
記

事
分

類
別

論
文

数

論
文

最
後

で
論

文
タ

イ
ト
ル

か
ら

記
事

分
類

別
キ

ー
ワ

ー
ド

の
抽

出
し

内
容

分
析

を
試

行

若
本

ほ
か

　
（
2
0
0
9
）

×
◎

×
×

○
タ

イ
ト
ル

国
内

の
不

登
校

研
究

を
収

集
し

、
そ

の
動

向
を

検
討

N
D

L
-
O

P
A

C
に

よ
り

1
9
9
0
～

2
0
0
7
年

の
「
不

登
校

」
「
登

校
拒

否
」
論

文
を

抽
出

研
究

領
域

別
論

文
数

・
研

究
テ

ー
マ

別
論

文
数

論
文

後
半

は
不

登
校

研
究

の
ピ

ア
レ

ビ
ュ

ー

宮
川

ほ
か

（
2
0
1
0
）

×
◎

×
×

○
論

文
内

容
情

報
モ

ラ
ル

、
情

報
倫

理
の

先
行

研
究

に
つ

い
て

カ
テ

ゴ
リ

整
理

し
、

今
後

の
研

究
を

展
望

C
iN

iiよ
り

2
0
0
7
年

ま
で

の
「
情

報
モ

ラ
ル

」
「
情

報
倫

理
」
「
情

報
社

会
に

参
画

す
る

態
度

」
論

文
を

抽
出

発
表

年
別

（
論

文
）
度

数
・
対

象
校

種
別

（
論

文
）
度

数
・
カ

テ
ゴ

リ
別

論
文

数
各

カ
テ

ゴ
リ

の
主

要
論

文
に

つ
い

て
は

研
究

成
果

等
の

表
を

用
い

て
考

察

崔
（
2
0
0
1
）

×
◎

×
×

○
タ

イ
ト
ル

学
級

集
団

に
関

す
る

論
文

タ
イ

ト
ル

を
分

析
す

る
こ

と
に

よ
り

、
日

本
に

お
け

る
学

級
集

団
研

究
の

動
向

と
そ

の
研

究
領

域
の

構
造

を
究

明

学
級

集
団

に
関

す
る

学
術

研
究

論
文

タ
イ

ト
ル

か
ら

キ
ー

ワ
ー

ド
抽

出

雑
誌

別
論

文
数

・
年

代
別

論
文

数
・

キ
ー

ワ
ー

ド
出

現
率

・
キ

ー
ワ

ー
ド

同
時

出
現

率

キ
ー

ワ
ー

ド
出

現
率

を
用

い
て

学
級

集
団

に
関

す
る

研
究

領
域

図
を

作
成

考
察

対
象

欄
の

凡
例

　
　

◎
：

着
目

点
　

○
：

考
察

事
項

　
□

：
特

殊
事

項
　

×
：

該
当

な
し

(
 
1
/
4
 
)

対
象

論
文

考
察

対
象

研
究

目
的

主
な

検
討

指
標

備
考

内
容

分
析

デ
ー

タ
収

集
方

法
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表
1
　

（
つ

づ
き

）

著
者

生
産

流
通

消
費

有
無

考
察

対
象

森
下

ほ
か

（
2
0
1
0
）

×
◎

×
×

○
キ

ー
ワ

ー
ド

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
研

究
論

文
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

分
析

す
る

こ
と

を
通

じ
て

、
論

文
キ

ー
ワ

ー
ド

間
の

関
連

性
か

ら
各

年
代

の
ポ

ー
ト
フ

ォ
リ

オ
研

究
の

特
徴

を
明

ら
か

に
す

る

E
R
IC

 C
o
lle

ct
io

n
よ

り
2
0
0
9
年

ま
で

の
「
P
o
rt

fo
lio

 A
ss

es
sm

en
t」

「
P
o
rt

fo
lio

（
B

ac
kg

ro
u
n
d
 M

at
er

ia
ls

）
」
論

文
を

抽
出

年
次

別
論

文
数

・
キ

ー
ワ

ー
ド

出
現

数
・
分

野
別

キ
ー

ワ
ー

ド
出

現
数

・
年

代
別

キ
ー

ワ
ー

ド
出

現
数

論
文

キ
ー

ワ
ー

ド
を

テ
キ

ス
ト
マ

イ
ニ

ン
グ

に
よ

り
カ

テ
ゴ

リ
分

類
、

年
代

別
キ

ー
ワ

ー
ド

カ
テ

ゴ
リ

を
目

的
変

数
と

し
た

因
子

分
析

を
実

施

新
美

ほ
か

（
2
0
0
5
）

×
◎

×
×

○
キ

ー
ワ

ー
ド

非
線

形
問

題
分

野
の

文
献

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

に
対

し
て

、
キ

ー
ワ

ー
ド

や
時

系
列

デ
ー

タ
か

ら
多

次
元

デ
ー

タ
分

析
（
頻

度
分

析
）
を

行
い

研
究

動
向

を
調

査

カ
オ

ス
・
非

線
形

文
献

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

年
次

別
論

文
数

・
キ

ー
ワ

ー
ド

別
論

文
数

論
文

の
主

眼
は

多
次

元
デ

ー
タ

分
析

に
よ

る
研

究
動

向
調

査
の

有
効

性
の

検
証

木
下

ほ
か

（
1
9
9
5
）

×
◎

×
×

○
キ

ー
ワ

ー
ド

社
会

科
教

育
研

究
の

文
献

情
報

を
整

理
し

、
索

引
語

を
中

心
と

し
て

解
析

処
理

し
て

そ
の

研
究

動
向

を
分

析
E
D

M
A

R
S
収

録
文

献
キ

ー
ワ

ー
ド

出
現

頻
度

・
研

究
領

域
別

キ
ー

ワ
ー

ド
出

現
頻

度

冨
岡

ほ
か

（
1
9
9
5
）

×
◎

×
×

○
キ

ー
ワ

ー
ド

美
術

教
育

研
究

の
文

献
情

報
を

整
理

し
、

キ
ー

ワ
ー

ド
解

析
処

理
を

行
な

い
そ

の
出

現
頻

度
か

ら
研

究
動

向
を

分
析

E
D

M
A

R
S
収

録
文

献
キ

ー
ワ

ー
ド

出
現

頻
度

・
研

究
領

域
別

キ
ー

ワ
ー

ド
出

現
頻

度

澤
井

（
2
0
0
0
）

×
◎

×
×

×
「
国

文
学

研
究

論
文

目
録

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

」
を

基
礎

に
国

文
学

の
研

究
動

向
を

調
査

1
9
2
6
～

1
9
9
6
年

の
「
国

文
学

研
究

論
文

目
録

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

」
収

録
論

文
分

野
別

論
文

数
・
年

度
別

論
文

数

孫
（
1
9
9
8
）

×
◎

×
×

×
日

米
英

等
主

要
7
国

の
学

術
分

野
研

究
比

重
の

推
移

を
分

析
1
9
7
6
～

1
9
9
3
年

の
E
M

B
A

S
E
収

録
論

文
年

次
別

論
文

数
・
国

別
論

文
数

・
分

野
別

論
文

数

A
I（

A
ct

iv
it
y 

In
d
ex

）
指

標
に

よ
る

考
察

や
国

・
分

野
・
年

度
に

よ
る

対
応

分
析

を
実

施

石
井

（
1
9
9
6
）

×
◎

×
×

×
論

文
数

の
年

次
変

化
の

傾
向

に
お

け
る

特
徴

の
探

索
と

そ
れ

に
基

づ
く

各
国

の
傾

向
の

分
析

1
9
7
6
～

1
9
9
3
年

の
IN

S
P
E
C

等
4
文

献
抄

録
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
収

録
論

文

年
次

別
論

文
数

・
国

別
論

文
数

・
分

野
別

論
文

数
・
論

文
数

シ
ェ

ア
・
論

文
数

指
数

多
次

元
尺

度
構

成
法

に
よ

っ
て

分
野

別
国

別
論

文
数

の
特

性
を

分
析

根
岸

（
1
9
9
6
）

×
◎

×
×

×
主

要
国

の
論

文
数

に
つ

い
て

統
計

を
採

取
し

、
そ

の
概

要
を

の
べ

る
と

同
時

に
特

徴
を

提
示

1
9
7
6
～

1
9
9
3
年

の
IN

S
P
E
C

等
4
文

献
抄

録
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
収

録
論

文
年

次
別

論
文

数
・
国

別
論

文
数

・
分

野
別

論
文

数
・
論

文
数

シ
ェ

ア

上
野

（
2
0
1
2
）

○
×

◎
×

×
『
経

済
地

理
学

年
報

』
に

論
文

を
発

表
す

る
研

究
者

の
世

代
を

み
る

1
9
8
0
～

2
0
1
1
年

の
『
経

済
地

理
学

年
報

』
掲

載
論

文
論

文
生

産
年

齢
別

論
文

数
論

文
最

後
で

は
『
経

済
地

理
学

年
報

』
の

論
文

生
産

パ
タ

ー
ン

も
分

析

渡
邊

・
渡

部
　

（
2
0
0
2
）

○
×

◎
×

×

『
F
is

h
er

 S
ci

en
ce

』
掲

載
論

文
の

引
用

文
献

数
・
被

引
用

回
数

を
調

べ
、

『
F
is

h
er

 S
ci

en
ce

』
の

イ
ン

パ
ク

ト
フ

ァ
ク

タ
ー

を
高

め
る

た
め

の
編

集
方

策
に

つ
い

て
検

討

1
9
9
4
～

1
9
9
9
年

の
『
F
is

h
er

 S
ci

en
ce

』
掲

載
論

文

巻
号

別
論

文
数

・
引

用
文

献
数

別
論

文
数

・
被

引
用

回
数

別
論

文
数

・
平

均
引

用
回

数
・
第

1
著

者
所

属
別

論
文

数

宇
都

宮
（
2
0
0
6
）

○
○

◎
×

○
論

文
内

容

精
神

障
碍

を
対

象
と

す
る

研
究

者
の

関
心

の
動

向
を

明
ら

か
に

し
、

戦
後

日
本

に
お

け
る

「
精

神
保

健
福

祉
」
論

調
の

変
遷

を
た

ど
る

1
9
4
6
～

2
0
0
4
年

の
『
月

刊
福

祉
』
に

掲
載

さ
れ

た
精

神
保

健
及

び
精

神
保

健
福

祉
関

連
研

究
報

告
等

記
事

研
究

報
告

の
掲

載
雑

誌
分

野
別

割
合

・
報

告
年

次
別

記
事

数
・
執

筆
者

専
門

分
野

別
記

事
数

・
記

事
種

類
別

記
事

数

論
文

後
半

は
精

神
障

碍
研

究
の

詳
細

な
ピ

ア
レ

ビ
ュ

ー

考
察

対
象

欄
の

凡
例

　
　

◎
：

着
目

点
　

○
：

考
察

事
項

　
□

：
特

殊
事

項
　

×
：

該
当

な
し

(
 
2
/
4
 
)

備
考

対
象

論
文

考
察

対
象

内
容

分
析

研
究

目
的

デ
ー

タ
収

集
方

法
主

な
検

討
指

標
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表
1
　

（
つ

づ
き

）

著
者

生
産

流
通

消
費

有
無

考
察

対
象

橋
本

（
2
0
0
7
）

○
○

◎
×

○
キ

ー
ワ

ー
ド

「
看

護
・
保

健
科

学
研

究
誌

」
掲

載
論

文
の

テ
ー

マ
、

著
者

、
キ

ー
ワ

ー
ド

等
を

整
理

す
る

こ
と

に
よ

り
、

今
後

の
看

護
学

の
発

展
に

つ
な

げ
る

2
0
0
1
～

2
0
0
7
年

の
「
看

護
・
保

健
科

学
研

究
誌

」
掲

載
論

文

巻
号

別
論

文
数

・
テ

ー
マ

領
域

別
論

文
数

・
所

属
別

著
者

数
・
所

属
別

筆
頭

著
者

数
・
キ

ー
ワ

ー
ド

別
論

文
数

山
室

・
久

保
田

　
（
2
0
1
0
）

×
○

◎
×

○
論

文
内

容

日
本

教
育

工
学

会
論

文
誌

の
論

文
を

分
析

方
法

と
分

析
対

象
の

視
点

か
ら

分
析

し
、

今
後

の
研

究
の

方
向

性
を

展
望

2
0
0
3
～

2
0
0
8
年

の
日

本
教

育
工

学
会

論
文

誌
掲

載
論

文
研

究
対

象
・
対

象
校

種
・
主

デ
ー

タ
収

集
法

・
主

分
析

方
法

研
究

方
法

に
つ

い
て

は
デ

ー
タ

収
集

法
等

か
ら

量
的

・
質

的
・
ミ

ッ
ク

ス
法

の
3

つ
に

分
類

福
冨

（
2
0
0
7
）

×
○

◎
×

○
論

文
内

容
日

本
の

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
研

究
者

に
よ

る
研

究
課

題
・
研

究
対

象
の

選
定

や
調

査
方

法
を

明
ら

か
に

す
る

1
9
9
4
～

2
0
0
4
年

の
『
季

刊
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

・
ジ

ャ
ー

ナ
ル

』
『
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

・
サ

イ
エ

ン
ス

』
掲

載
論

文

年
次

別
論

文
数

・
論

文
の

説
明

変
数

・
論

文
の

被
説

明
変

数
・
論

文
の

尺
度

の
種

類
・
変

数
間

の
相

関
関

係

既
存

の
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

研
究

を
恣

意
的

に
選

別
せ

ず
そ

の
内

容
を

分
析

鈴
木

（
2
0
0
6
）

×
○

◎
×

○
（
不

明
）

ア
メ

リ
カ

家
政

学
会

誌
掲

載
論

文
に

み
ら

れ
る

家
政

教
育

学
の

研
究

内
容

が
、

歴
史

的
に

ど
の

よ
う

に
推

移
し

て
き

た
の

か
明

ら
か

に
す

る

1
9
0
9
～

2
0
0
0
年

の
ア

メ
リ

カ
家

政
学

会
誌

（
4
種

類
）
に

掲
載

さ
れ

た
家

政
教

育
学

領
域

の
論

文

年
代

別
論

文
数

・
年

代
別

論
文

割
合

・
細

分
類

項
目

別
論

文
数

研
究

内
容

の
分

類
に

用
い

た
対

象
は

不
明

、
各

年
代

の
細

分
類

項
目

構
成

比
を

用
い

て
ク

ラ
ス

タ
ー

分
析

を
実

施

増
田

・
鈴

木
　

（
2
0
0
5
）

×
○

◎
×

○
タ

イ
ト
ル

ア
メ

リ
カ

家
政

学
会

誌
掲

載
論

文
の

歴
史

的
推

移
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

で
、

家
政

学
研

究
に

お
け

る
児

童
学

の
研

究
動

向
を

探
る

1
9
0
9
～

2
0
0
0
年

の
ア

メ
リ

カ
家

政
学

会
誌

（
4
種

類
）
に

掲
載

さ
れ

た
児

童
学

領
域

の
論

文

年
代

別
論

文
数

・
年

代
別

論
文

割
合

・
細

分
類

項
目

別
論

文
数

・
キ

ー
ワ

ー
ド

頻
度

論
文

タ
イ

ト
ル

か
ら

キ
ー

ワ
ー

ド
を

抽
出

し
て

分
析

鈴
木

（
2
0
0
5
）

×
○

◎
×

○
（
不

明
）

ア
メ

リ
カ

家
政

学
会

誌
掲

載
論

文
を

分
析

す
る

こ
と

で
研

究
内

容
の

歴
史

的
推

移
を

把
握

し
、

家
政

学
の

本
質

を
探

究

1
9
7
4
～

2
0
0
0
年

の
ア

メ
リ

カ
家

政
学

会
誌

（
4
種

類
）
の

掲
載

論
文

領
域

別
論

文
数

・
年

代
別

雑
誌

別
論

文
数

研
究

内
容

の
分

類
に

用
い

た
対

象
は

不
明

鈴
木

・
得

丸
　

（
2
0
0
5
）

×
○

◎
×

○
研

究
内

容

家
庭

科
教

育
に

お
け

る
食

教
育

の
位

置
づ

け
を

学
校

教
員

の
研

究
と

大
学

等
研

究
者

の
研

究
の

動
向

か
ら

比
較

考
察

1
9
6
2
～

2
0
0
3
年

の
『
中

学
校

技
術

・
家

庭
 理

論
と

実
践

』
お

よ
び

1
9
6
0
～

2
0
0
3
年

の
『
日

本
家

庭
科

教
育

学
会

誌
』
か

ら
食

に
関

す
る

研
究

を
抽

出

年
代

別
論

文
数

・
題

材
別

研
究

数
・
教

科
教

育
的

視
点

別
研

究
数

研
究

推
進

委
員

会
　

（
1
9
9
4
）

×
○

◎
×

○
研

究
テ

ー
マ

『
学

術
研

究
紀

要
』
掲

載
論

文
の

研
究

テ
ー

マ
を

分
析

し
、

鹿
屋

体
育

大
学

に
お

け
る

研
究

の
成

果
と

課
題

を
探

る

1
9
8
6
～

1
9
9
3
年

の
『
学

術
研

究
紀

要
』

掲
載

論
文

の
研

究
テ

ー
マ

号
別

論
文

数
・
分

野
別

論
文

数
・
性

格
別

論
文

数

体
育

・
ス

ポ
ー

ツ
学

に
関

す
る

研
究

テ
ー

マ
は

日
本

体
育

学
会

の
研

究
発

表
用

コ
ー

ド
、

社
会

文
化

学
に

関
す

る
研

究
テ

ー
マ

は
文

部
省

の
科

学
研

究
費

補
助

金
申

請
用

の
細

目
表

を
用

い
て

分
類

戸
祭

（
2
0
0
1
）

×
○

◎
×

○
用

語

文
化

地
理

学
の

研
究

成
果

に
基

づ
い

た
主

要
用

語
集

を
編

集
し

、
主

要
用

語
集

か
ら

文
化

地
理

学
の

研
究

動
向

を
明

ら
か

に
す

る

文
化

地
理

学
主

要
用

語
集

収
録

用
語

分
野

別
用

語
・
出

現
頻

度
別

用
語

論
文

の
主

眼
は

文
化

地
理

学
の

研
究

成
果

に
基

づ
い

た
主

要
用

語
集

を
編

集
方

法

中
村

・
鴻

巣
　

（
1
9
7
3
）

×
○

◎
×

×

日
本

の
経

済
学

お
よ

び
そ

の
周

辺
分

野
の

学
術

雑
誌

・
掲

載
論

文
を

計
量

的
に

把
握

し
、

学
術

雑
誌

の
流

通
性

を
評

価

1
9
7
6
年

の
経

済
単

科
3
私

大
紀

要
掲

載
論

文
文

献
数

別
雑

誌
数

・
分

野
別

論
文

数
・

年
度

別
論

文
数

論
文

前
半

で
は

経
済

学
お

よ
び

そ
の

周
辺

分
野

の
文

献
数

別
雑

誌
数

も
分

析

考
察

対
象

欄
の

凡
例

　
　

◎
：

着
目

点
　

○
：

考
察

事
項

　
□

：
特

殊
事

項
　

×
：

該
当

な
し

(
 
3
/
4
 
)

対
象

論
文

考
察

対
象

備
考

デ
ー

タ
収

集
方

法
内

容
分

析
研

究
目

的
主

な
検

討
指

標
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       研究動向把握のための分析方法に関する覚書 （野々山） 
―学際的領域の研究動向把握に向けて― 

 

 
 

表
1
　

（
つ

づ
き

）

著
者

生
産

流
通

消
費

有
無

考
察

対
象

柴
山

（
2
0
0
1
）

×
×

◎
×

×
人

文
・
社

会
科

学
分

野
に

お
け

る
「
国

際
性

」
や

「
学

際
性

」
の

動
向

を
量

的
に

分
析

IS
I文

献
抄

録
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
か

ら
雑

誌
の

書
誌

情
報

を
抽

出

分
野

別
雑

誌
数

・
国

別
雑

誌
数

・
雑

誌
発

行
都

市
別

雑
誌

数
・
分

野
別

学
術

雑
誌

の
集

中
度

・
雑

誌
発

行
周

期
・
雑

誌
平

均
年

間
発

行
回

数
・
国

別
雑

誌
発

行
者

別
雑

誌
数

・
分

野
別

雑
誌

発
行

者
別

雑
誌

数
・
雑

誌
の

領
域

別
構

成

人
文

・
社

会
科

学
分

野
の

学
術

雑
誌

が
分

析
対

象

若
山

（
2
0
1
0
）

×
○

□
×

○
タ

イ
ト
ル

日
本

教
育

情
報

学
会

の
発

表
論

文
タ

イ
ト
ル

の
キ

ー
ワ

ー
ド

か
ら

教
育

情
報

研
究

の
動

向
を

検
討

1
9
8
9
～

2
0
0
8
年

の
発

表
論

文
タ

イ
ト
ル

か
ら

キ
ー

ワ
ー

ド
を

抽
出

キ
ー

ワ
ー

ド
頻

度
・
年

度
別

キ
ー

ワ
ー

ド
出

現
率

日
本

教
育

情
報

学
会

の
年

会
の

発
表

論
文

タ
イ

ト
ル

を
分

析
、

キ
ー

ワ
ー

ド
頻

度
を

用
い

て
ク

ラ
ス

タ
ー

分
析

・
主

成
分

分
析

を
実

施

椋
田

（
2
0
0
9
）

×
○

□
×

○
発

表
内

容

日
本

保
育

学
会

で
の

発
表

を
も

と
に

、
幼

・
小

の
問

題
に

関
す

る
研

究
動

向
を

探
り

、
今

後
ど

の
よ

う
な

研
究

が
必

要
か

を
示

す

日
本

保
育

学
会

第
3
8
～

6
0
回

大
会

の
研

究
発

表
研

究
対

象
者

別
発

表
数

・
研

究
目

的
別

発
表

数
日

本
保

育
学

会
大

会
の

研
究

発
表

（
口

頭
発

表
）
を

分
析

田
中

ほ
か

（
2
0
0
8
）

×
○

□
×

○
タ

イ
ト
ル

日
本

大
学

地
理

学
科

8
0
年

の
歴

史
を

ま
と

め
、

巡
検

、
卒

業
研

究
、

研
究

発
表

か
ら

テ
ー

マ
お

よ
び

そ
の

地
域

的
特

徴
を

明
ら

か
に

す
る

日
本

大
学

地
理

学
科

に
関

す
る

記
念

誌
等

お
よ

び
日

本
大

学
地

理
学

科
で

行
わ

れ
た

巡
検

、
卒

業
研

究
、

研
究

発
表

そ
れ

ぞ
れ

の
内

容
等

年
代

別
巡

検
実

施
数

・
巡

検
訪

問
回

数
・
巡

検
実

施
期

間
・
年

度
別

卒
研

数
・
卒

研
対

象
地

域
・
卒

研
対

象
地

域
の

空
間

ス
ケ

ー
ル

・
卒

研
タ

イ
ト
ル

か
ら

み
た

具
体

性
・
卒

研
研

究
分

野
・
年

度
別

研
究

発
表

数
・
発

表
研

究
対

象
地

域
・
発

表
研

究
対

象
地

域
の

空
間

ス
ケ

ー
ル

・
発

表
研

究
分

野

日
本

大
学

地
理

学
科

で
行

わ
れ

た
巡

検
、

卒
業

研
究

、
研

究
発

表
を

分
析

三
浦

（
2
0
0
5
）

×
○

□
×

○
セ

ッ
シ

ョ
ン

テ
ー

マ

日
本

O
R
学

会
研

究
発

表
会

に
関

す
る

デ
ー

タ
を

整
理

し
、

今
後

の
研

究
発

表
会

に
つ

い
て

考
え

る
ヒ

ン
ト
に

な
る

1
9
5
7
～

2
0
0
5
年

の
日

本
O

R
学

会
研

究
発

表

年
次

別
発

表
件

数
・
セ

ッ
シ

ョ
ン

総
数

・
開

催
地

・
セ

ッ
シ

ョ
ン

テ
ー

マ
数

・
研

究
対

象
別

発
表

件
数

日
本

O
R
学

会
研

究
発

表
会

の
内

容
を

分
析

、
セ

ッ
シ

ョ
ン

テ
ー

マ
に

つ
い

て
二

次
曲

線
の

当
て

は
め

に
よ

り
考

察

橋
本

ほ
か

（
2
0
0
7
）

×
○

×
◎

×
学

術
論

文
の

引
用

分
析

を
用

い
、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ
ン

に
対

す
る

学
術

研
究

を
俯

瞰

S
C

I・
S
S
C

Iよ
り

「
in

n
o
va

ti
o
n
」
論

文
を

抽
出

論
文

の
最

大
連

結
成

分
論

文
の

最
大

連
結

成
分

に
よ

り
ク

ラ
ス

タ
リ

ン
グ

を
行

な
い

上
位

の
ク

ラ
ス

タ
ー

に
つ

い
て

俯
瞰

マ
ッ

プ
を

作
成

伊
神

・
阪

（
2
0
0
9
）

×
○

×
◎

○
サ

イ
エ

ン
ス

マ
ッ

プ

サ
イ

エ
ン

ス
マ

ッ
プ

の
作

成
手

順
を

説
明

し
、

サ
イ

エ
ン

ス
マ

ッ
プ

2
0
0
4
と

2
0
0
6

の
比

較
か

ら
見

え
る

科
学

研
究

の
変

化
に

つ
い

て
示

す

1
9
9
9
～

2
0
0
4
年

お
よ

び
2
0
0
1
～

2
0
0
6

年
の

E
ss

en
ti
al

 S
ci

en
ce

 I
n
d
ic

at
o
rs

収
録

デ
ー

タ
高

被
引

用
度

論
文

共
引

用
分

析
を

用
い

て
サ

イ
エ

ン
ス

マ
ッ

プ
を

作
成

し
、

研
究

領
域

の
内

容
を

分
析

考
察

対
象

欄
の

凡
例

　
　

◎
：

着
目

点
　

○
：

考
察

事
項

　
□

：
特

殊
事

項
　

×
：

該
当

な
し

(
 
4
/
4
 
)

備
考

対
象

論
文

考
察

対
象

内
容

分
析

研
究

目
的

デ
ー

タ
収

集
方

法
主

な
検

討
指

標
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献を収集していることが特徴である。なお，山崎

（1996），孫（1998）・石井（1996），根岸（1996）
は国別の研究状況の把握等を目的としているが，分

析対象文献の収集に用いたのが学問分野別に整備さ

れたデータベースであったため，今回は生産面に着

目した研究に分類した。したがって，これらの研究

は前述した著者に着目した研究にその特徴が近い。 
また，これら生産面に着目した研究では収集した

学術論文の内容について分析したものが多くあった。

その反面，引用関係を用いて消費面の考察を行った

研究はみられなかった。 
 
３．４ 学術流通の流通面に着目した研究動向調査 

学術流通過程の流通面に着目した概観対象論文は，

全 39論文の約半数を占める 18論文であった。これ

らの研究では，ある学術雑誌や学会を対象として研

究活動の推移を検討したものが多い。前述した学術

流通の生産面に着目した研究の多くが特定の学問分

野をその対象としていたのと比べると，流通面に着

目した研究の対象は小規模といえる。このため，分

析データも特定雑誌の掲載論文等から収集され，巻

号別や年代別論文数の推移といった生産面の考察が

行われることも多い。なお，この流通面に着目した

研究には，学術論文以外の学会発表等をその対象と

した研究も含まれていた。 
また，生産面に着目した研究と同様，流通面に着

目した研究には内容分析を行ったものが多かった。

そして，やはり流通面に着目した研究にも引用関係

を扱ったものはなかった。 
 
３．５ 学術流通の消費面に着目した研究動向調査 

今回の概観対象論文において，学術流通過程の消

費面に着目したものは 2 論文である。これらの研究

の特徴は，研究目的が学問分野の俯瞰や科学技術知

識の構造化といった非常に壮大な点である。このた

め，大量の学術情報を収集して分析を行っている。

用いられる検討指標も論文の最大連結成分や高被引

用度論文であり，他の先行研究とは大きく異なって

いた。 
また，これらの研究では分析対象文献の引用関係

から学問分野に含まれる研究領域の構造を解明し，

それをサイエンスマップ等に可視化してその分野全

体の研究活動を俯瞰することが行われる。このこと

は，学問分野の内部構造の関係性を手がかりとして

その分野全体を把握しているのであり，学術流通に

おける生産面を考察しているということになる。 
梶川（2010）によれば，引用（ネットワーク）分

析では「論文をノード，引用をリンクとみなして引

用ネットワークを生成する」という（p.225）。この

ときネットワークの構築方法として，慣習的に最も

よく用いられているのが「共引用」である。共引用

とは「論文 A と論文 B がともに論文 C に引用され

ている場合，論文Aと論文Bの間にリンクが存在す

るとみなす手法」である。このように構築されたネ

ットワークはクラスタリング（データの集合を部分

集合に切り分ける手法）等によりデータ分析され，

例えば研究領域全体の構造の俯瞰に応用される（同

pp.225-226）22)。 
今回の概観対象論文では，伊神・阪（2009）が共

引用分析を用いており，橋本ほか（2007）がクラス

タリングを行なっている。伊神・阪（2009）は「共

引用分析の最大の特徴は，論文グループを作成する

際に，キーワードを必要としない点」であるとし，

「キーワード分析は，研究者間でコンセンサスが構

築された研究については有効であるが，萌芽しつつ

ある研究領域などでは研究者が共通に認識するキー

ワード自体が定まらない可能性もある」と指摘する

（p.256）。この点は，学際的な学問分野の広がりを

把握する場合に検討を要するところであろう。 
ただ，学術論文の引用 23)についてはそれを一律に

計量してよいか議論もある。例えば，岩本（2007）
は「間違った内容の論文が出版され，一斉にその誤

りを指摘する論文が出ることがある」とし，これが

「学問的に価値のない間違いであれば，いくら引用

される回数は多くてもその論文に価値が見出せない」

と指摘する（p.110）。また，大久保・赤井（2005）
は「各分野で論文（学術文献）を引用する方法や習

慣」は違っており，「分野によって学術文献の書き方

は異なり，参考文献を多く掲載する分野と，そうで

ない分野」があると述べる（pp.242-244）。一方で，

安井・逸村（2006）は，引用の中には必然性の低い

ものや否定的なものもあるとした上で「引用される

ということは，その文献が何らかの理由で注目され

ており，影響力を持っている」と主張する（p.35）。
なお，安井・逸村（2006）は「引用の作法は学術雑

誌や出版社によって指定されており，統一されてい

るわけではない」とし，中には同じ引用に対して複

数の表現が存在する「引用のバリエーション」があ

るとも指摘している（p.37）。これらも，今後の研究

動向把握に向けて再考しなければならない点である。 
 
３．６ 研究動向調査における内容分析 

先行研究の概観の最後に，概観対象論文において

行われていた内容分析に触れたい。今回の概観対象

論文では，例えば宇都宮（2006）のように，収集し

た学術論文等の内容を精査して研究動向を考察した
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研究が 7 論文あった。このほか，収集した学術論文

のタイトルやキーワード等を対象として内容分析を

行った研究も多く確認された。一般に，研究内容の

精読には多くの労力が必要であり，その学問分野に

精通した研究者でなければ難しい側面もある。この

点を補う意味でもタイトルやキーワードを用いた研

究動向把握は活用される意義がある 24)。 
また，今回の概観対象論文ではキーワード出現数

やカテゴリ分類された論文数等から，クラスター分

析や因子分析，主成分分析等を行った研究もみられ

た。さらに，キーワード出現率から研究領域図を作

成した例もあり，内容分析の多様性が確認できた。 
 

４．国土計画領域の研究動向調査への示唆 

 

４．１ 先行研究概観のまとめ 

ここで，前章でみた研究動向に関する先行研究の

概観から，その特徴をまとめたい。今回の概観対象

論文では，その研究目的と分析対象文献の収集方法

に関係性がみられた。すなわち，一国の研究実態把

握の場合は著者（研究者）に着目した対象文献収集

が行われ，特定の学問分野の研究動向把握には分野

横断的な文献検索データベースが活用されていたと

いうように，研究動向把握の目的によって用いられ

る文献収集方法はほぼ定まっていた。 
また，今回の概観対象論文の考察対象（考察事項）

を学術情報の流通過程から眺めると，生産面・流通

面を考察したものが多く，消費面を検討したものは

あまりなかった。このことから，研究動向調査自体

が学術流通過程の前半にある生産・流通面における

研究状況の把握を志向しているといえるかもしれな

い 25)。ただ，野々山（2002）が指摘するように和文

を対象とした引用文献索引データベースがあまり整

備されていないことも，消費面の考察が行われない

理由として考えられる（p.84）。 
加えて，特定の学問分野や学術雑誌における研究

動向把握を目的とした多くの概観対象論文が，収集

した学術論文の内容分析を行っていた。これは，こ

れらの研究動向調査においては論文数の増減等とい

った形式的な議論だけではなく，内容分析を踏まえ

た実質的な研究動向把握も要請されていることの結

果といえよう。また，あわせて内容分析には多様な

手法が活用されていたことも確認できた。 
最後に，学術情報の流通過程の消費面に着目した

概観対象論文は，その研究目的が壮大で大量の学術

情報を分析していた。その際，印象的なのは学術論

文間の引用関係を用いて大規模な分析を行っていた

点である。この引用（ネットワーク）分析は近年急

速に発展しており，今後ともその行方を注視する必

要があろう。 
 
４．２ 国土計画領域の研究動向調査への示唆 

では上述した先行研究の概観から，国土計画領域

における研究動向調査について検討したい。まず，

国土計画における研究動向を把握する場合，その分

析対象文献は文献検索データベースを用いて「国土

計画」のような検索語により収集することが考えら

れる。このことを前章での先行研究の概観に照らせ

れば，国土計画における研究動向把握は学術流通過

程の生産面に着目した研究動向調査ということにな

る。ただ，伊神・阪（2009）が指摘するように，こ

のキーワードによる文献検索だけでは十分に対象文

献を収集できないことも考えられる。この場合は引

用関係による文献探索も一考する価値がある 26)。 
次に，国土計画の学際性を確認するために分析対

象文献の著者についても確認を行いたい。これにつ

いては，著者の専門分野や所属機関，取得学位等の

情報を入手して検討することが考えられよう 27)。 
さらに，分析対象文献の学問分野を特定し，国土

計画領域の学術的広がりも把握したい。これについ

ては，野々山（2002）が参考になる。野々山（2002）
は，「仙台」に関する研究論文の書誌データを国立国

会図書館作成の雑誌記事索引（現在は NDL-OPAC
にて検索が可能）により収集し，掲載雑誌の分野分

類から仙台に関する学術研究の広がりを考察した。

この方法は国土計画研究にも有用である。 
また，孫（1998）は対応分析を援用して学術研究

動向を検討している 28)。ただ，対応分析を国土計画

領域の研究動向調査に応用した場合，各分析対象文

献の研究テーマ（領域）を特定しなければならない

だろう。この研究テーマの特定は，研究推進委員会

（1994）が「研究テーマは複数回の分類を試みれば

（中略）その都度変わるかもしれず，分類担当者の

専門性（判断）によって（中略）変わるかもしれ」

ないと指摘するように困難を伴う（p.250）。このよ

うな困難を排除するために，タイトルやキーワード

を用いることも考えられるが，それも同様の難しさ

を孕んでいる 29)。この問題に対しては，森下ほか

（2010）が採った方法は有効かもしれない。森下ほ

か（2010）は，ポートフォリオ研究論文のキーワー

ドをテキストマイニングツールにより，カテゴリ分

類している。この方法は試行する価値があろう。 
最後に，引用（ネットワーク）分析について考え

たい。この分析により構築される引用ネットワーク

は，国土計画研究の系譜や学問的な奥行きを認識す

る上で大変有益であろうことは想像に難くない。た
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だ，先述したように学術論文引用自体が抱える問題

もあり，研究動向を把握するための手法としては検

討しなければならないことが多い。加えて，和文を

対象とした引用文献索引データベースの整備状況を

考えると，実際の引用情報は各分析対象文献から直

接収集せざるを得ないと考えられる。この作業量は

膨大なものになろう。この点も問題である。 
以上でみたように，今回行った先行研究の概観か

ら，国土計画領域の学術動向調査に向けてさまざま

な示唆が得られた。だが同時に，検討しなければな

らない問題点も明らかとなった。これらの解決には

労苦が多いと推察されるが，国土計画領域における

研究動向把握が必要なことは今回集めた先行研究の

多さからも確かめられたところである。その実現に

向けて着実に歩を進めたい。 
 

注 

 
1)  因みに，平成 25年度科学研究費助成事業の分科

細目表において，「国土計画」は理工系工学分野

の土木工学分科に含まれる「土木計画学・交通

工学」のキーワードとなっている（独立行政法

人日本学術振興会「科学研究費助成事業 平成

25年度 系・分野・分科・細目表 付表キーワ

ード一覧」：http://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/ 
02_koubo/data/25keyword.pdf，最終閲覧日

2012年 9 月 28 日）。 
2)  これに関連して，片上ほか（2009）は「研究領

域自体がカバーする領域を把握することは，初

学者だけでなく専門家でさえも難しい」と指摘

する（p.1045）。 
3)  本稿では，用語の煩雑さを回避するため，研究

動向に関する研究を「研究動向調査」というこ

とがある。 
4)  根岸（2002）によれば，純粋なせまい意味での

学術情報とは，学術研究者の間でやり取りされ

る情報であるという（p.44）。また，呑海・北

（2003）は学術情報を「学術コミュニティにお

いて累積され，流通する意味情報」としている

（p.126）。 
5)  学術論文の執筆から雑誌掲載までの流れは，原

子力分野における雑誌論文投稿とタイムラグを

考察した石川（1994）に詳しい。 
6)  北（2003）は 1990 年代後半からのネットワー

クの進展とデジタル化による学術情報を取り巻

くパラダイム変化に際して，それまでの学術情

報流通を「17世紀後期以降の学会・学術雑誌を

核とした，情報の生産・編集，頒布・流通，消

費・再生産に至る学術情報の連鎖」と表現して

いる（p.171）。 
7)  呑海・北（2003）は「学術情報の生産と利用は

基本的に，学術コミュニティという概ね閉じら

れた世界で循環（生産－消費－再生産のスパイ

ラル）している」とし，「生産コミュニティと消

費コミュニティがほぼ同一である点は，学術情

報の際立った特徴」と述べている（p.126）。 
8)  この点と視点は異なるが，片上ほか（2009）は

「論文を投稿しようとした際に，同領域に内容

の重なる多くの学会があり，どこに投稿すべき

か悩んだ経験があるのは筆者だけではないだろ

う」と指摘する（p.1045）。 
9)  片上ほか（2009）p.1044。なお，影浦（2000）

によれば，計量書誌学は図書館情報学の一領域

として研究されてきた（p.1）。また，倉田（2005）
は「科学技術分野を中心に，人文・社会科学分

野も含めた学術情報の生産，流通，消費を扱う」

研究領域として「学術コミュニケーション」を

挙げ，「ビブリオメトリクス」はこの学術コミュ

ニケーション分野の研究系譜の 1 つであるとい

う（p.105）。 
10) なお，芳鐘（2010a）は「特に日本では，「計量

書誌学」イコール「研究評価の手法」と見なさ

れている印象さえ受ける」と指摘する（p.210）。 
11) また，芳鐘（2011）は「計量書誌学の指標は，

生産物の量や性質を，生産者を単位にして測る

ものが多い」（p.704）とし，計量書誌学的指標

について概説している。 
12) なお，根岸（1996）は研究状況の把握，検証に

おける「重要なデータに，論文の発表件数」が

あり「これは学術研究におけるいわば生産力の

指標」であるとし，論文に対する引用数は「論

文の品質の尺度と目される」としている（p.246）。 
13) 芳鐘（2011）によれば，インパクトファクター

とは「論文の被引用数に基づく雑誌の評価尺度」

であり，「研究評価の場面においても，しばしば

参照される」（p.704）。ただ，このインパクトフ

ァクターには計測される引用期間や学問分野に

よる引用傾向の違い，自己引用等さまざまな問

題点が指摘されている。詳しくは大久保・赤井

（2005），浦野（1998），桑原（2006），山崎（1998）
等を参照されたい。 

14) 引用（ネットワーク）分析の手法については，

梶川（2010）に詳しい。なお，引用（ネットワ

ーク）分析については後述する。 
15) 例えば，伊神・阪（2009）や橋本ほか（2007）

等。なお，この分野は学術俯瞰とも呼ばれる。 
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16) なお，この 39論文には学会大会発表論文抄録集

等に掲載された予稿等も含んでいる。 
17) もちろん，研究動向把握の方法は計量的手法だ

けではない。従来からピアレビュー（専門家に

よる研究内容の吟味）による研究動向把握が行

われてきた。ピアレビューによって研究動向を

検討した例として，産学連携に関する研究動向

を考察した長平（2010）を挙げておく。 
18) 例えば，ある学術雑誌の研究動向を把握するた

めにその雑誌の掲載論文を収集したとすれば，

着目点は学術情報流通の流通面となる。 
19) 例えば，ある学術雑誌の掲載論文の情報からそ

の執筆者らの専門分野が検討されたとすれば，

考察事項は著者となる。 
20) 相田・吉田（2012）は，論文分野を同定するた

めにWeb of Science の JCR（Journal Citation 
Reports）を用いたが，この JCR は雑誌毎に割

り当てられたデータであるという（p.289）。 
21) この文献検索データベースの例としては，国立

情報学研究所が提供している NII 論文情報ナビ

ゲータ（CiNii）等がある。 
22) ただ，このような引用（ネットワーク）分析に

ついて，梶川・森（2009）は「複雑な学術研究

の全体像を粗野的に把握することが可能」とす

る反面「膨大な量の情報を単純化することによ

る情報の見落としは避けられない」と指摘する

（pp.170-171）。また，芳鐘（2010b）は「ネッ

トワーク分析の応用研究では，技術的な話が先

行していて，「関係」そのものに関する考察は，

あまり深められていない側面があるのではない

かと思う」と懸念を示している（p.463）。 
23) 藤田（2010）は，引用文献とは「根拠となった

文献の出典を記述することで，被引用文献の著

者への敬意を示すとともに，論文の信頼性や新

規性の評価を得る役割を持っている」と指摘す

る（p.492）。 
24) ただ，タイトルやキーワードについては増田・

鈴木（2005）が「論文タイトルは，その論文を

象徴するキーワードの集合体であり，研究関心

を横断的に把握できる」（p.48）と述べる一方で，

若山（2010）は分析を通じて「論文タイトルが

必ずしも論文内容をすべてあらわしてはいない」

（p.156）と推察している。この点も今後吟味す

る必要があろう。 
25) 日本では引用関係を用いる分析というと計量的

手法による研究評価がイメージされ，研究動向

把握には馴染まないと考えられているのかもし

れない。注 9)も参照のこと。 

26) ただ，学術論文の引用文献を手繰る方法は，そ

れが無限に続くことになり，共引用や一定の引

用回数がある学術論文に限る等，何らかの基準

が必要であろう。 
27) この点に関しては，今回の概観対象論文には含

まれなかったが，日詰・逸村（2010）が参考に

なる。日詰・逸村（2010）は，研究者の業績を

抽出する際に科学技術振興機構が提供する

ReaD（現在はReaD & Researchmap）を用い

た。このReaD & Researchmap には，研究者

の所属機関や専門分野，経歴等が掲載されてお

り，分析対象文献の著者の確認において有効と

考えられる。 
28) 対応分析を研究動向把握に用いた研究には，ほ

かにもNEGISHI, SUN（1999）や根岸・山崎

編（2001）がある。 
29) 今回の概観対象論文の中には，学会が作成した

領域分類等を用いて分析対象文献を分類してい

るのもあった。例えば，鈴木（2005）等。国土

計画についてもこのような分類の有無を再度確

認する必要がある。 
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